	整理番号
	


提出様式第１号
　　　　技術資料　提出書


令和○○年○○月○○日

広島県水道広域連合企業団企業長
　○○　○○　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和○○年○○月○○日付けで公告のありました新成井浄水場新設工事について、技術資料を提出します。
　なお、様式記載事項及び添付資料の内容については、事実と相違ないことを誓約します。

１　提出書類
	様式番号
	項目
	提出枚数
	最大枚数

	基本方針

	
	提出様式２－１号
	本工事を実施する上での現状の課題とその改善策について
	　枚
	３枚

	
	提出様式２－２号
	設計・施工の一体発注を踏まえて、分担施工を行う本工事の具体的な管理方法について
	　枚
	３枚

	設計・施工・品質に関する課題に係る技術提案

	
	提出様式３－１号
	設計に関する課題に係る技術提案①【高度技術】
課題：浄水場への環境条件の反映について
	全　　枚
	10枚

	
	提出様式３－２号
	設計に関する課題に係る技術提案②
課題：場外各施設への環境条件の反映について
	全　　枚
	６枚

	
	提出様式３－３号
	品質に関する課題に係る技術提案①【高度技術】
課題：原水水質に対する安全で安定した浄水能力の確保について
	全　　枚
	10枚

	
	提出様式３－４号
	品質に関する課題に係る技術提案②
課題：配水池におけるコンクリートの水密性向上及びひび割れ抑制について
	全　　枚
	６枚

	
	提出様式３－５号
	品質に関する課題に係る技術提案③
課題：導送水ポンプの効率性向上及び長寿命化について
	全　　枚
	６枚

	
	提出様式３－６号
	施工に関する課題に係る技術提案①【高度技術】
課題：浄水場内の競合する業種間の施工管理について
	全　　枚
	10枚

	
	提出様式３－７号
	施工に関する課題に係る技術提案②
課題：既設浄水場の運用への影響を踏まえた施工方法の効率化について
	全　　枚
	６枚

	
	提出様式３－８号
	施工に関する課題に係る技術提案③
課題：周辺環境対策について
	全　　枚
	６枚



２　問い合わせ先
　　　　担 当 者　：　
　　　　部　　署　：　
　　　　電話番号　：　
　
※整理番号は記入しないでください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

提出様式第２－１号

基本方針

	本工事を実施する上での現状の課題とその改善策について

	













①文字の大きさ：９ポイント以上。
②文字数：1,200字程度（図表等の文字数は含めない）
③枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表等の参考資料も含む）。
④図表等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。









































提出様式第２－２号

基本方針

	設計・施工の一体発注を踏まえて、分担施工を行う本工事の具体的な管理方法について

	













①文字の大きさ：９ポイント以上。
②文字数：1,200字程度（図表等の文字数は含めない）
③枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表等の参考資料も含む）。
④図表等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。















































提出様式第３－１号
設計に関する課題に係る技術提案①【高度技術】

	■設計に関する課題
	浄水場の環境条件の反映について

	■評価の視点
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	






①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　５枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。





















提出様式第３－２号
設計に関する課題に係る技術提案②

	■設計に関する課題
	場外各施設への環境条件の反映について

	
提案は下表にて作成すること。
	№
	評価の視点
(提案目的)
	提案項目
	提案内容
	標準案との相違点
	概算工事費
（増加分）
(千円)
	期待される効果及び
提案の確実性

	
	
	
	
	
	
	










①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④概算工事費（増加分）の内訳を記載すること。（記載例は下記を参照）
⑤工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。


















（概算増加工事費の根拠事例）
例1　標準案に対して、材料等を変更する提案の場合
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（標準）〇〇〇（材料）
	○○○
	100
	ｍ3
	3,000
	300,000

	（提案）△△△（材料）
	△△△
	100
	ｍ3
	7,000
	700,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	400,000



例2　標準案に対して、工法等を変更する提案の場合（過去事例から算出する場合）
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（過去事例）
	令和○年度　主要地方道〇〇線　道路改良工事（○工区）

	〇〇工法
	15,300,000円÷1000ｍ3＝15,300円/ｍ3

	（標準）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	10,000
	5,000,000

	（提案）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	15,300
	7,650,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	2,650,000







提出様式第３－３号
品質に関する課題に係る技術提案①【高度技術】

	■品質に関する課題
	原水水質に対する安全で安定した浄水能力の確保について

	■評価の視点
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	






①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　５枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。





















提出様式第３－４号
品質に関する課題に係る技術提案②

	■品質に関する課題
	配水池におけるコンクリートの水密性向上及びひび割れ抑制について

	
提案は下表にて作成すること。
	№
	評価の視点
(提案目的)
	提案項目
	提案内容
	標準案との相違点
	概算工事費
（増加分）
(千円)
	期待される効果及び
提案の確実性

	
	
	
	
	
	
	









①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④概算工事費（増加分）の内訳を記載すること。（記載例は下記を参照）
⑤工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。




















（概算増加工事費の根拠事例）
例1　標準案に対して、材料等を変更する提案の場合
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（標準）〇〇〇（材料）
	○○○
	100
	ｍ3
	3,000
	300,000

	（提案）△△△（材料）
	△△△
	100
	ｍ3
	7,000
	700,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	400,000



例2　標準案に対して、工法等を変更する提案の場合（過去事例から算出する場合）
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（過去事例）
	令和○年度　主要地方道〇〇線　道路改良工事（○工区）

	〇〇工法
	15,300,000円÷1000ｍ3＝15,300円/ｍ3

	（標準）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	10,000
	5,000,000

	（提案）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	15,300
	7,650,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	2,650,000






提出様式第３－５号
品質に関する課題に係る技術提案③

	■品質に関する課題
	導送水ポンプの効率性向上及び長寿命化について

	
提案は下表にて作成すること。
	№
	評価の視点
(提案目的)
	提案項目
	提案内容
	標準案との相違点
	概算工事費
（増加分）
(千円)
	期待される効果及び
提案の確実性

	
	
	
	
	
	
	









①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④概算工事費（増加分）の内訳を記載すること。（記載例は下記を参照）
⑤工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。




















（概算増加工事費の根拠事例）
例1　標準案に対して、材料等を変更する提案の場合
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（標準）〇〇〇（材料）
	○○○
	100
	ｍ3
	3,000
	300,000

	（提案）△△△（材料）
	△△△
	100
	ｍ3
	7,000
	700,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	400,000



例2　標準案に対して、工法等を変更する提案の場合（過去事例から算出する場合）
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（過去事例）
	令和○年度　主要地方道〇〇線　道路改良工事（○工区）

	〇〇工法
	15,300,000円÷1000ｍ3＝15,300円/ｍ3

	（標準）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	10,000
	5,000,000

	（提案）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	15,300
	7,650,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	2,650,000







提出様式第３－６号
施工に関する課題に係る技術提案①【高度技術】

	■施工に関する課題
	浄水場内の競合する業種間の施工管理について

	■評価の視点
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	






①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　５枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。





















提出様式第３－７号
施工に関する課題に係る技術提案②

	■施工に関する課題
	既設浄水場の運用への影響を踏まえた施工方法の効率化について

	
提案は下表にて作成すること。
	№
	評価の視点
(提案目的)
	提案項目
	提案内容
	標準案との相違点
	概算工事費
（増加分）
(千円)
	期待される効果及び
提案の確実性

	
	
	
	
	
	
	







①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④概算工事費（増加分）の内訳を記載すること。（記載例は下記を参照）
⑤工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。





















（概算増加工事費の根拠事例）
例1　標準案に対して、材料等を変更する提案の場合
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（標準）〇〇〇（材料）
	○○○
	100
	ｍ3
	3,000
	300,000

	（提案）△△△（材料）
	△△△
	100
	ｍ3
	7,000
	700,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	400,000



例2　標準案に対して、工法等を変更する提案の場合（過去事例から算出する場合）
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（過去事例）
	令和○年度　主要地方道〇〇線　道路改良工事（○工区）

	〇〇工法
	15,300,000円÷1000ｍ3＝15,300円/ｍ3

	（標準）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	10,000
	5,000,000

	（提案）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	15,300
	7,650,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	2,650,000







提出様式第３－８号
施工に関する課題に係る技術提案③

	■施工に関する課題
	周辺環境対策について

	
提案は下表にて作成すること。
	№
	評価の視点
(提案目的)
	提案項目
	提案内容
	標準案との相違点
	概算工事費
（増加分）
(千円)
	期待される効果及び
提案の確実性

	
	
	
	
	
	
	







①文字の大きさ：９ポイント以上。
②１視点あたりの枚数：Ａ4用紙　３枚以内（図表やカタログ等の参考資料も含む）。
③図表やカタログ等：文字の大きさは問わないが、判読可能な大きさとする。内容が確認できないもの、判読できないものは評価しない。
④概算工事費（増加分）の内訳を記載すること。（記載例は下記を参照）
⑤工事箇所の諸条件（周辺環境、施工時期、施工条件、施工方法等の特性）を踏まえた提案の理由を記入すること。





















（概算増加工事費の根拠事例）
例1　標準案に対して、材料等を変更する提案の場合
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（標準）〇〇〇（材料）
	○○○
	100
	ｍ3
	3,000
	300,000

	（提案）△△△（材料）
	△△△
	100
	ｍ3
	7,000
	700,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	400,000



例2　標準案に対して、工法等を変更する提案の場合（過去事例から算出する場合）
	項目
	規格
	数量
	単位
	単価
	金額

	（過去事例）
	令和○年度　主要地方道〇〇線　道路改良工事（○工区）

	〇〇工法
	15,300,000円÷1000ｍ3＝15,300円/ｍ3

	（標準）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	10,000
	5,000,000

	（提案）〇〇工法
	
	500
	ｍ3
	15,300
	7,650,000

	概算増加工事費
	
	
	
	
	2,650,000







